









































































       （平成 20 年度「第 3回無形民俗文化財研究協議会」挨拶より） 
 東京文化財研究所無形文化遺産部長 宮田繁幸 
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   江名子バンドリ保存会代表  保木 隆 
IV. 総合討議   49 
V. 参考資料   73 
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でも何度か話題になったことはありますが、今年の 7月 30 日に、文化庁が第 1回の無形文化
遺産代表リストに提案する案件を 14 件発表いたしました。皆様の中にも新聞報道等でご覧に
なった方が多いかと思いますが、そこで発表されたものの多くが無形民俗文化財にあたるもの















































































































































































































































































































































































































































































































































































































 舞台の規模といたしましては、この平舞台の部分、ここが 2間の材木を 3本繋ぐのと、あと





4間、それで 1間の材木が使えれば、1間ごとに 5間、6間、7 間までの舞台が、その組み立
てる場所に応じて自由に作ることができる。あと花道に関しましても、4間、もしくは 6間の
花道をつけることができというふうになっております。ですので間口が 6間でだいたい 11 メ
ートル、奥行きが、もうこれが舞台として使うには必要最小限の大きさと考えられますけれど
も、だいたい 2メートル 90 ぐらい。それでここに蹴込が入りまして、まあまあ芝居ができた
ということになります。 





























れが古いものだったのですけれども、「仲摩諸道貢控帳」、文政 6年から明治 14 年まで道具を
書きつづった資料がございまして、こちらから道具の中で引き合うものを確認いたしました。 
 先ほど申し上げましたように、襖と呼ばれるものが大変に西塩子の舞台の中では重要な道具
になっておりまして、これは高さ 150 センチ、幅が 60 センチの襖状のものです。それが 12













報告 2 （石井） 
22 
そしてこのような江戸時代にさかのぼるであろう大きな幕を、3カ所の地域でまだ保有してお
ります。着物の反物の幅で 36 枚つなぎ合わせまして、それでこれを作っています。 










































































































































平成 15 年度に全く新しいものにしたのですけれども、そのときにもう奥行きは 2間として 3
尺広げるという形にしたり、襖に関しましても 180 センチの高さにしております。幅も昔のも


























































































































































































 祭礼の執行期間は毎年 2月から 4月までです。ただ実際に祭りが行われますのは 4月の 13




基本となりますのが曳山の山でございますので、そちらのほうについては 13 日から 16 日の
間に、実際は稼動するというふうにお考えいただければと思います。 
報告 3 （橋本） 
30 

























































































14 から 15 日までは八幡宮のほうで曳山は一夜を明かしまして、そして 15 日の日には還御を
するという格好になります。 



































す。だから 4つの楽器が使われます。ただし、演奏は、笛は 1本を 1人でやって、すり鉦も 1
長浜曳山祭における曳山の保存と修復について 
33 
























































 だいたいの大きさですけれども、お手元の 3ページ目の資料 3、曳山の構造図を見ながらお
話を聞いていただきたいのですけれども、だいたい間口、この楽屋に宝珠柱というのがあると
思うのですけれども、楽屋の舞台の宝珠柱から宝珠柱の間くらいが 2.8 メートルから 3メート
ル弱でございます。それから奥行きは、この楽屋の舞台の一番頭から一番後ろ、見送り幕をつ
ける手前のところまでで 5メートルから 6メートルくらい。高さが亭の一番上の部分、下山か









































































 まず本体の建造年代をご覧いただきますと、分かっている範囲で一番古いものは明和 2 年、
1765年ですから、今から233年前であります。そしてそれ以降ですからだいたい200年前後、
もう曳山そのものの構造物としての年数はたっているということで、非常に古いものでありま





























































































































高山市教育委員会事務局参事兼文化財課長 田中 彰 
























































































 次に 3 ページをご覧ください。3 ページはこのバンドリの実測図でございます。左のほう、
裏を見ていただきますと、裏の部分は約 80 センチで、丈は約 100 センチ。これは S、M、L
で言いますとＳサイズなんですね。一番小さいほうです。上の部分の編んであるヒモの数を数
えますと 11 本になります。ですから 11 本で編んでいくということです。こも板といいまし
て、そういう編む板があるのですが、そこにヒモをかけておいて、そしてこのワラのニゴの部
分ですね、ワラを置いて、そして編んでいく。11 本で編んでいくわけです。これがだいたい 5
尺寸法の方用。5尺といいますと、約 150 センチですね。江戸時代の方はだいたい 140 セン
チ台くらいですので、これで十分だということです。現代人にしますと、私がだいたい 165
ぐらいですので、これでは小さいわけです。それで、11 本で編んでいたのを 15 本で編みます
とＭくらいになる。そういう 15 本この縦糸がかけられる大きな「こも板」という編み機で、












 次の 5 ページをご覧ください。5ページはこの原材料です。（1）のワラ（ニゴ）は、ビデオ
で見ていただいたように、あのようにして若葉 4号を手で植えて、そして材料を確保いたしま
す。脱穀してモミだけは食用に回すわけですが、だいたい 1反当たり 7俵くらいしか採れない
のです。あまり採れないのですが。通常ですと 1反当たり 9俵から 10 俵、低いところですと



































































ますが、高山には二十四日市という大きい市があります。もともとは 12 月 24 日に、正月前
の暮れにこういった市がございました。近在の方々がいろいろこのバンドリとか、そして背桶
とか、あるいは草履とか、色々なものを作って、その 12 月 24 日に売って、そして正月用の
お金にしたわけです。そういう市があったのですが、旧暦の 12 月 24 日ですので、それが新
暦になりまして 1月ずれてしまったのです。実際にこういったものを作って売る 12 月 24 日
が 1 月 24 日になってしまったので、それで 1年ずれてしまったのです。ですから正月が済ん
でから二十四日市があるということで、そのへんが合わなくなっておりますが、実際の日にち















 その下の 11.便覧のところに、上江名子史跡保存会、そして江名子バンドリ保存会、この 2
つの保存会が書いてございます。このリーフレットは江名子バンドリのリーフレットなのです















































































































保木 若葉 4 号という品種で、米の生産者にはなかなか作ってはもらえないので、自分たちの
田んぼで現在 1反 5 畝です。その中でだいたい 10 枚ですね。それ以上はちょっと無理。それ















































































































































































































































































































制度の施行から今年で 4 年目を迎え、3 回指定を行っておりまして 4 年目に入るわけですが、
徐々に範囲を広げながら、こういう年中行事の分野のものや祭りに関わるような、そういう民
俗技術についても指定を検討していきたいと考えております。 










































































































































































田中 国指定になる前から、1年に 25,000 円の補助金を出しております。基本的に活動費の








ういう括りの中で総合的に今後 10 年、50 年という、そういう計画を立てようかなと。その中
ではこのバンドリのほうも、ある程度 1つに括った中で支援ができるのではないかなというふ
うに思っています。 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































★ 民俗技術  → 生産技術 














ａ 材料  マコモ、ヒメガマ、小麦藁、スゲ、シュロ、アオギリ、マダケ 
ｂ 技術  マダケからフサカザリを作る。道具は自家製。 
（４）七夕馬の技術継承の問題と検討 






②材料の確保が困難 → 団塊の世代への呼びかけ 
           ｅｘ）・川崎市立日本民家園 民具製作技術保存会 
              ・只見町 県立博物館と連繋して、住民参加による民具調査

























ａ 新   区 章竜（瓦） 
ｂ 榛ノ木原区 イヌワシと野ウサギ（包丁、鎌、スプーン） 
ｃ 古   区 銀シャチ（アルミ缶上ぶた） 
ｄ 六  日  区 ひょうたんからこま（陶器一式） 
ｅ 十  日  区 立体！あわら市市章（樹脂製カップ） 
ｆ 八  日  区 議員さん勝って兜の緒を締めてネ（台所用品） 
ｇ 下 八日 区 北陸新幹線「あわら温セントピア駅」（トレイ、紙コップ、割箸） 
ｈ 坂 ノ 下区 鯱（スプーン、ナイフ、ヘラ） 
ｉ 稲 荷 山区 いなりやマンモス（紐） 
77
資料1（服部）
ｊ 上 八日 区 義経の忘れ物（籐、竹製品） 
ｋ 脇  出  区 缶なづ神社 缶鳥居 ワッショイ！（ビールの空き缶） 
ｌ 春  日  区 創作のモリゾー・キッコロ（スポンジ、タワシ、トレイ、プラスチッ
クスプーン） 
ｍ 中  央  区 スター・ウォーズｉｎあわら（漆器） 
ｎ 天  王  区 新生マンモス（タワシ、ホウキ、紙コップ） 
ｏ 水  口  区 鯱鉾（ＣＤ、ステンレス皿、扇子） 
ｐ 新  富  区 ネプチューンオオカブト（漆器） 
ｑ 旭      区 「モリゾー」と「キッコロ」（台所用品類） 







ａ 7 月 20 日から 22 日まで。 
審査員による投票の結果は 7 月 20 日の 18 時から表彰式が行われる。一般の人気投
票は 22 日 16 時まで受け付けている。 









ａ 宮西町  ガンバレ日本（陶器） 
ｂ 宮ノ町  悟空、宇宙へ迷う（陶器） 
ｃ 市 場  篤姫－さらば桜島（陶器） 
ｄ 元 町  協賛飾り（陶器） 
ｅ 北本町  遠山金四郎（陶器） 
ｆ 東本町  くさなぎのつるぎ（陶器） 
ｇ 栄 町  シンクロ（陶器） 
ｈ 寺 町  弁慶 大慈橋の願行（陶器） 
ｉ 西 町  刃傷 松の廊下（陶器） 
ｊ 南本町  太神楽（陶器） 





ａ 平田一式飾保存会 顧問 1名、会長 1名、副会長 2名、理事 18 名、幹事 2名 
ａ 展示機会の充実 一式飾常設館、平田本陣記念館、常設展示 
ｂ 保存会だよりの発行 
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   ①．祭礼執行期間･･･毎年２月～４月（うち４月 13 日から４月 17 日までが祭礼日） 
   ②．曳山の台数･･･全 12 基（舞台等を有するもの。毎年４基ずつ出場） 
･･･長刀山１基（毎年出場） 
   ③．執行される芸能･･･子ども狂言（歌舞伎） 附 三味線・太夫 
   ④．その他歌舞音曲･･･シャギリ（曳山の囃子） 
   ⑤．曳山祭礼の執行組織･･･総当番・各山組（負担人）・その他祭典にかかわる役員 
   ⑥．その他補助団体･･･長浜曳山祭協賛会・長浜曳山祭囃子保存会ほか 
 
２．長浜曳山祭の曳山 
   ①．曳山の構造と大きさ･･･舞台・楽屋・下山・亭からなる三層構造 
･･･間口 2.8ｍ程・奥行 6.0ｍ程・高さ 7.0ｍ程 
   ②．曳山の懸装品･･･見送り幕ほか幕類・錺金具等 
   ③．曳山の修理と保存･･･曳山博物館修理ドックの活用・山蔵での保存 
 
３．長浜曳山祭をめぐる指定・補助関係 
   ①．国にかかるもの･･･有形文化財・無形民俗文化財・選択無形民俗文化財 
   ②．県にかかるもの･･･有形文化財・無形民俗文化財・選定保存技術 












（初寄り）  その年の出番山４基の狂言執行を決定する。 
２月 20 日頃より 
（稽古）   祭礼当日に執行される狂言（歌舞伎）の稽古は、子供たちが春休みに入
る頃から始められる。 
４月１日 




（裸参り）  この日から 12 日まで、各出番山の若衆が集って午後８時過ぎから褌に晒
姿で町内を練り歩き、八幡宮の手水場等で水垢離をして祭の無事執行な
どを祈願する。 






４月 14 日 
（登り山）  各町で狂言を執行後、昼過ぎより四番山から順に八幡宮へ曳山を曳行。 
（夕渡り）  午後７時、衣裳を着けた役者らが八幡宮から各町へと練り歩く。 
４月 15 日 
（起こし太鼓）朝渡りの準備のため、早朝に町内を起こして回る。 
（春季例祭） 午前７時に八幡宮にて執行。 






４月 16 日 
（後宴狂言） 各山組が自町などで狂言を執行する。 
４月 17 日 




















年 （西暦） 月 事項 
昭和４２年 1967   
この年、長浜市民有志が長浜曳山祭協賛会を結成し、この年の祭
りから募金活動がはじめられる 
昭和４６年 1971 ５月 
曳山祭の山組の若衆を中心に囃子保存会が結成され、シャギリの
曲を楽譜にする作業や子供たちへのシャギリ指導がはじめられる 
昭和５４年 1979 ２月 長浜曳山祭の曳山行事が国の重要無形民俗文化財に指定される
    ３月 
市民の代表者を含めた長浜曳山祭保存会がつくられ、曳山祭の
保存や継承や発展を図ることとなる 
昭和５７年 1982 １月 市「博物館都市構想」が提起される 
昭和５８年 1983 ４月 
長浜市制４０周年記念事業として市立長浜城歴史博物館が開館
する 
昭和５９年 1984 ３月 長浜市が「博物館都市構想」を策定する 
昭和６０年 1985 ３月 
長浜曳山祭の曳山が山蔵とともに滋賀県の有形民俗文化財に指
定される 




      この年、長浜市が曳山博物館基本構想を策定する 
平成２年 1990 ３月 三役修業塾開講（週１回）。太夫と三味線の育成が始まる 
    １１月 曳山博物館建設検討推進委員会発足 




平成６年 1994 ３月 新・博物館都市構想が策定される 
平成８年 1996 ３月 『長浜曳山祭総合調査報告書』が刊行される 
平成９年 1997 １１月 ゆう壱番街商店街が「長浜ゆう歌舞伎」を特設舞台で披露する 
平成１０年 1998 １２月 曳山博物館の起工式が行なわれる 
平成１１年 1999 ４月 
曳山博物館の運営母体となり、曳山祭の保存と伝承とをはかるた
め、財団法人長浜曳山文化協会が設立される 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参加者総数 101  アンケート有効回答数 75 
   アンケート有効回答率 74.3% 
     
参加者内訳   参加者所属  
①一般参加者 93  ①行政関係者 61 
②事例報告者 5  ②保存会関係者 2 
③コメンテーター 2  ③研究者 24 
④司会・コーディネーター 1  ④その他 14 
 
アンケート結果     
(1)-3 所属（複数回答あり）   (2) この協議会に参加して  
①行政関係者 50  ①非常に有意義だった 44 
②保存会関係者 2  ②有意義だった 28 
③研究者 14  ③参加する必要はなかった 0 
④その他 7  ④無回答 3 


















































































































































































































































































































































芦葉 抄苗 茅ヶ崎市教育委員会生涯学習課 
阿部 武司 東北文化財映像研究所 
安齋 順子 くにたち郷土文化館 
飯島 満 東京文化財研究所無形文化遺産部 
石井 聖子 常陸大宮市歴史民俗資料館大宮館 
石垣 悟 文化庁文化財部伝統文化課 
板垣 時夫 白岡町教育委員会生涯学習課 
今井 功一 戸田市立郷土博物館 
入江 宣子 日本民俗音楽学会 
上野 智子 東京文化財研究所無形文化遺産部 
鵜飼 均 佛教大学 
宇田 哲雄 川口市立文化財センター 
内田 幸彦 埼玉県教育局市町村支援部 生涯学習文化財課 
埋忠 美沙 早稲田大学演劇博物館 
榎 陽介 福島県立博物館 
大熊佐智子 野田市教育委員会生涯学習部社会教育課 
大島 建彦 東洋大学 
大杉絵美子 財団法人ポーラ伝統文化振興財団 
大津 忠男 茨城県立歴史館 学芸部 
大薮 裕子 東村山ふるさと歴史館 
岡山 哲朗 高岡市教育委員会文化財課 
小川 直之 國學院大學文学部日本文学科 
小野 一之 府中市郷土の森博物館 
香川 義美 株式会社テレビ神奈川営業部 
柏村 修 神奈川県教育委員会教育局生涯学習文化財課 
加藤 幸治 和歌山県立紀伊風土記の丘 
加藤 稔也 白根記念渋谷区郷土博物館・文学館 
金子 征史 八王子市教育委員会生涯学習スポーツ部文化財課 
菅野 泰久 船橋市郷土資料館 
城井 智子 （社）全日本郷土芸能協会 
菊池 健策 文化庁文化財部伝統文化課民俗文化財部門 
菊池 理予 東京文化財研究所無形文化遺産部 
城所 恵子 神奈川県民俗芸能保存協会 
木下あけみ 川崎市立日本民家園 
木原 善和 八千代市文化伝承館 
栗田 香穂 （財）ポーラ伝統文化振興財団 
古川 実 青森県教育庁文化財保護課 
小西 沙和 東京文化財研究所無形文化遺産部 
小林 裕美 千葉県教育庁教育振興部文化財課 
坂田 寿子 上方舞山村流 
坂本 道夫 品川区教育委員会事務局生涯学習課 
佐竹 悦子 小泉文夫記念資料室 
篠崎 茂雄 栃木県立博物館 
渋谷さゆり 千葉県立美術館 
清水 周 国立市教育委員会生涯学習課社会教育係 
須藤 格 茅ヶ崎市教育委員会生涯学習課 
須藤 武子 日本民俗舞踊研究会 
関 孝夫 上尾市教育委員会教育総務部生涯学習課 
関口 宣明 調布市郷土博物館 
関根 訪 桶川市教育委員会生涯学習課 
蘇理 剛志 和歌山県教育庁生涯学習局文化遺産課 
平 辰彦 秋田栄養短期大学 
平良 宣子 下呂山町歴史民俗資料館 
高桑いづみ 東京文化財研究所無形文化遺産部 
田中 彰 高山市教育委員会事務局文化財課 
陳 玲 新潟県立歴史博物館 
戸田 剛 浜松市役所 生活文化部文化財担当課 
中村 茂子 実践女子大学 
中村 規 都市民俗研究所 
中本 由有 実践女子大学 
中藪 規正 ブレインズ・ネットワーク 
西海 賢二 東京家政学院大学人文学部日本文化学科 
西瀬 英紀 国立劇場調査養成部デジタル情報課 
西谷 美紀 城陽市教育委員会 歴史民俗資料館 
西角井正大 民俗芸能学会 
野口 文子 川崎市立日本民家園 
萩谷 良太 土浦市立博物館 




服部 武 埼玉県立歴史と民俗の博物館 
服部比呂美 東京文化財研究所無形文化遺産部 
林 洋平 成城大学民俗学研究所 
半貫 芳男 狭山市教育委員会生涯学習部社会教育課 
樋口 昭  
久野 隆志 福岡県教育庁総務部文化財保護課 
俵木 悟 東京文化財研究所無形文化遺産部 
平原 渉太 平塚市教育委員会社会教育課 
古屋 幸一 山梨県教育委員会学術文化財課 
保木 隆 江名子バンドリ保存会会長 
星野 厚子 東京文化財研究所無形文化遺産部 
細井雄次郎 長野市立博物館 
細見 吉夫  
前田俊一郎 文化庁文化財部伝統文化課 
増山 一成 中央区教育委員会事務局社会教育課郷 
真部 正明  
宮田 繁幸 東京文化財研究所無形文化遺産部 
宮前 功 東京都教育庁地域教育支援部管理課文化財保護係 
村上 忠喜 京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護
課 
森 孝安 さいたま市立浦和博物館 
山崎 和巳 多摩市教育委員会教育振興課総務・文化財担当 
山崎あさぎ 戸田市立郷土博物館 
山下 祐樹 熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係 
山田 政春 岐阜県博物館 
山村 恭子 館山市立博物館 
山本 邦一 掛川市教育委員会生涯教育課文化振興室文化財係 
吉留 徹 土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム 
鷲野 正昭 まつり同好会 
渡辺 靖 鹿沼市教育委員会事務局社会教育課文化財係 
渡邊 直哉 三浦市教育委員会生涯学習課 







うまでもなく、2003 年にユネスコが定め、2006 年 4 月に発効した「無形文化遺産の保護に関
する条約」にある。2008 年 7 月に文化庁が、その第一次の代表リスト提案候補を発表した際
には、報道等にも大きく取り上げられた。これまで漠然とした概念でしかなかった「無形文化
遺産」が、その実例が見えたことによって多くの一般の人々の関心を誘うようになっている。
ただしそこには、無形文化遺産をあたかも世界遺産の無形版と捉えるような誤解もある。しか
し、世界遺産のような厳格な価値評価を行わず、文化の多様性とコミュニティの自主性を重ん
じ、世代を超えた再創造によって文化が残されるだけでなく促進（promote）されることを謳
う無形文化遺産の考え方には、大きな違いがあると思われる。 
 国内を振り返ってみても、かねてより有形の文化財と無形の文化財に対する保護の考え方の
違いというものは指摘されてきた。とりわけ一般の人の生活のなかで受け継がれる無形の民俗
文化財の場合、有形のような現状保存の原則がそぐわないという認識は、実は民俗文化財（民
俗資料）というカテゴリーの創出以来ずっと言われ続けているのである。 
 このように、これまで無形民俗文化財の保護は、有形のそれとは対立的に語られることが多
かった。しかし実際には、無形の民俗の伝承には、多くの有形物が必要とされるのもまた自明
のことである。とくに民俗技術やある種の行事の場合、それに必要なモノが手に入らなくなっ
たという理由で伝承が途絶えてしまうような場合もある。今回の協議会は、そのような無形と
有形の相補的な関係に注目したいと考えてテーマを設定した。 
 報告を通して、その相補的な関係にも様々なかたちがあることが明らかになった。例えば長
浜の曳山の場合、曳山そのものは有形文化財として保存が図られている。しかしその保存とは
「守るために守る」のではなく、あくまで祭礼で「使うために守る」という意味である。その
ために曳山の修理に必要な技術を文化財保存技術として選定し、博物館に修理ドックを設ける
など、効果的に各種の施策を組み合わせ、常に使い、修理し続けることを前提として、伝承者
・行政・博物館が協力して保護の体制を整えている。無形の祭礼と有形の曳山を総体として保
護するユニークな試みとして評価されよう。また西塩子の回り舞台の場合は、舞台そのものが
上演のたびに組み立てられることもあって、古いモノとしての保存にこだわらず、復元から一
度ごとの組み立てにいたるまで、多くの住民の協力のもと、アイデアを出しあって文字通りの
「再創造」を行っている。おそらくこの活動に携わる一般の人々は、文化財を守るという意識
以上に、自分たちがいま、文化を作る主体となっているという意識を持つことだろう。これも
またオルタナティブな文化財保護の取り組みとして注目すべきである。江名子のバンドリにつ
いても、技術そのものはもちろん、その材料を育てることから自分たちの手でやっていくとい
う気概に頭の下る思いである。ただしバンドリのようにごく限られた地域で受け継がれる民俗
の場合、その熱意をもった人を今後も排出し続けられるかという問題がある。その意味で材料
の確保などに関しては、広域的な支援のネットワークの形成なども視野に入ってこよう。 
 このように、有形と無形をからめた民俗文化の継承の問題は、個々の事象の性格や、地域の
特性によって取り組み方も大きく変ってくる。そのため討議では、一般論として何ができるの
かという地点まで踏み込めなかったという歯がゆさは残る。だが、そもそも無形の民俗の伝承
は、第一義には地域の人々自身によって進められていくべきであり、保護の手法そのもに正解
があるわけではない。私たちにできることは、そうした能動的な取り組みを励まし、支援して
いくことである。今回の協議会が、そのための多様な事例を紹介し、情報提供を行うことで、
人的・物的資源のネットワークを形成する一助となってくれればと願っている。 
（文責・俵木悟） 
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